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第1章:順位を調べる RANK.EQ/RANK.AVG 関数 

§1-1…準備 

以下のような表を作成しましょう。 

A B C D E F G H

1

2 会員番号 氏名 スコア 順位1 順位2 順位3

3 1 庄司 82

4 2 丸山 94

5 3 萩原 82

6 4 星 91

7 5 高見 70

8 6 井上 85

9 7 沖田 68

10 8 佐々木 82

11 9 加納 79

12
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§1-2…RANK.EQ 関数とは(概要) 

RANK.EQ 関数はある数値のグループ内の順位を調べる関数です。数値が大きい人

を 1 位とする「降順」の順位付けと、小さい人を 1 位とする「昇順」の順位付けがあ

ります。引数は「数値」「参照」の二つが必要です。「順序」は省略可能です。 

RANK.EQ 関数の書式 

 

RANK.EQ=(数値,参照,順序) 

…[参照]で指定した範囲内で、[数値]は何番目のデータなのかを表示する。同値の場合は上位の

順位を表示する。 

<引数解説> 

数値:どの数値の順位を調べるのかを指定する欄。 

参照:数値が属するグループ・母集団の範囲を指定する欄。 

順序:省略可能。省略時は、数値が大きい人を 1 位とする「降順」の順位付けをする。数値が小

さい人を 1 位とする「昇順」の順位付けをする際は「0 以外」の値を指定する(「1」など)。 

A B C D E F G H

1

2 出席番号 点数 順位1 D列の式 順位2 F列の式

3 1 65 7 =RANK.EQ(C3,C3:C12) 2 =RANK.EQ(C3,C3:C12,1)

4 2 80 2 =RANK.EQ(C4,C3:C12) 8 =RANK.EQ(C4,C3:C12,1)

5 3 55 10 =RANK.EQ(C5,C3:C12) 1 =RANK.EQ(C5,C3:C12,1)

6 4 70 6 =RANK.EQ(C6,C3:C12) 5 =RANK.EQ(C6,C3:C12,1)

7 5 80 2 =RANK.EQ(C7,C3:C12) 8 =RANK.EQ(C7,C3:C12,1)

8 6 85 1 =RANK.EQ(C8,C3:C12) 10 =RANK.EQ(C8,C3:C12,1)

9 7 75 4 =RANK.EQ(C9,C3:C12) 6 =RANK.EQ(C9,C3:C12,1)

10 8 65 7 =RANK.EQ(C10,C3:C12) 2 =RANK.EQ(C10,C3:C12,1)

11 9 75 4 =RANK.EQ(C11,C3:C12) 6 =RANK.EQ(C11,C3:C12,1)

12 10 65 7 =RANK.EQ(C12,C3:C12) 2 =RANK.EQ(C12,C3:C12,1)

13

例 

§1-3…降順で使う【RANK.EQ】関数 

(1) RANK.EQ 関数を使用すると、ある値は集団の中で上から何番目に位置しているのか

がわかります。E 列に各人の順位を出します。まずは庄司さんがこの中では何位なの

かを表示させます。E3 をアクティブにして[関数の挿入]をクリックして下さい。 

 

1. E3 をアクティブに 

2. [関数の挿入]をクリック 
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(2) RANK.EQ 関数を選んで下さい。 

 

(3) [数値]はどの値の順位を調べるのかを指定する引数です。庄司さんのスコアになるので

D3 を指定します。 

 

(4) 続いて[参照]です。[参照]では対象の数値グループすべてを指定します。これが母集団

となります。こうすれば[参照]の数値群の中で指定した[数値]は上から何番目なのか、

を調べることができるのです。「D3:D11」を指定し OK して下さい。[順序]は省略可

能です(「0」と入れてもよい)。 

 

[数値]にはD3を指定 

[参照]に母集団の数値群「D3:D11」を指定 

RANK.EQ 
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(5) E3 に庄司さんの順位が出ました。これを E11 までコピーして下さい。 

 

(6) しかし先頭の部分は正しいのにコピーするとおかしくなります。なぜでしょうか? 

79 点である加納さんが「1 位」であるということは明らかにおかしな現象です。 

 

(7) E11 で｛F2｝キーを使うと、参照セルがおかしくなってしまったことがわかります。

調べる対象の[数値]は良いのですが、母集団である数値グループ[参照]が、コピーと同

時にずれてしまったのです。[参照]では全員が同じ個所を参照しなければなりません。

{Esc}キーで通常状態に戻します。 

 

(8) 母集団である[参照]は絶対参照しておかないと、コピーした際におかしくなります。先

頭の式を修正します。E3 をアクティブにして[関数の挿入]をクリックして下さい。 

 

E3 の式を E11 までコピー 

E11 で｛F2｝キーを使い参照範囲を確認。 

確認後は{Esc}キーで通常状態に戻す。 

1. E3 をアクティブに 

2. [関数の挿入]をクリック 


